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交通システム工学
インセンティブ・スタディスキルズ
小早川　悟、藤井敬宏、池田隆博（１年生担任）

平成28年度は143名の新入生を交通システム工学科に迎

えました。４月２日に事務ガイダンス、履修ガイダンスが

行われ、４月４日からは学力調査や教員紹介、専門科目ガ

イダンスが行われました。また、４月６日には新入生歓迎

式と理工学部インセンティブ、翌日からは前期授業が開始

し、新入生の皆さんにとってはハードな日程だったと思い

ます。１年生の導入教育としては、教養・外国語・スポー

ツ・理数基礎科目に加えて、専門基礎科目が設置されてい

ます。高校からの授業と異なり自分で受講する科目を選択

するため、履修登録の方法と合わせて戸惑いがあったかも

しれません。

１年生の前期で設置されている専門基礎科目として、

「交通システム工学インセンティブ・スタディスキルズ」

があります。この科目では、交通システム工学科における

専門領域の理解やグループワークによる演習のほか、毎年

授業の一環としてオリエンテーショントリップを実施して

おります。今年度は大成建設の皆様にご協力いただき、東

京外環自動車道の京葉ジャンクション（仮称）の工事現場

の見学を４月23日に実施しました。本工事では、京葉道路

の地下にトンネルを埋設して建設中の外環自動車道との接

続を行っており、４グループに分かれて現場内の各所を見

学しました。京葉ジャンクションの構造上、車両が走行

する一般道の地下で工事が行われており、建設中の外環自

動車道と京葉道路をつなぐランプなど、地下空間での工事

の難しさや現場での施工方法について学ぶことができまし

た。今回の現場見学会を通して、プロジェクトの大きさや

重要性、現場で働く技術者の仕事について１年生の皆さん

にも伝わったかと思います。

なお、今年度は新たな試みとして、交通システム工学科

が所有する施設の見学会を５月16日に実施しました。本見

学会では、オープンキャンパスでも公開しているセグウェ

イやドライビングシミュレーターのほか、２年次以降の設

置科目である測量実習や地盤材料実験等で使用する施設

や機器について、学科の先生方による説明と合わせて見学

が行われました。科目履修前に施設体験を行うことで、来

年以降はどのような授業が行われるのか、授業で学んだ専

門知識が社会でどのように使われ必要とされているのかな

ど、今後の学習内容を知るきっかけになったものと考えて

おります。

平成28年度日本写真測量学会年次学術講演会
論文賞　受賞

吉岡慶祐

平成28年６月26 – 27日に実

施された、日本写真測量学会

平成28年度年次学術講演会に

おいて発表した「UAVを用

いたラウンドアバウトの車両

挙動の観測」が、論文賞を受

賞しました。

本発表は、各地で普及が進

むラウンドアバウト（環状交

差点）において UAV（無人

航空機）を活用した調査を行

い、走行軌跡や速度などを分析したものです。ラウンドア

バウトは今後のさらなる普及が期待されていますが、車両

挙動の実態などは十分に把握できていないのが実情です。

今後も継続して研究を重ねていきたいと考えています。

今年度の主な教室の教育関連行事の概要を報告します。

新入生歓迎式

現場見学の様子

オープンキャンパス、
船橋キャンパスウォッチングのご案内

オープンキャンパス

【８月６日（土）・７日（日） 10:00～15:00（受付9:30～）、船橋キャンパス】

今年も、夏のオープンキャンパスが船橋キャンパスにお

いて２日間開催されます。

当学科が取り組む交通工学のハイレベルで興味深い研究

内容をわかりやすく紹介しながら、研究の成果が大学の講

義や実習にどのように活かされているのか、交通を専門と

する教員・学生スタッフが説明する予定です。また、本号

の特集テーマ「交通安全」に関する専用ブースも設置しま

す。その他、毎年実施している「ミニ講義」「面談形式に

よる学科相談」に加え、交通総合試験路での「セグウェイ

体験試乗」や７号館地下（704F）にてシミュレーター体

験なども行いますので、ぜひお気軽にお越しください。交

通工学の最先端の世界が、皆さまをお待ちしております！

船橋キャンパスウォッチング

【11月３日（木・祝）10:00～15:00（受付9:30～）、船橋キャンパス】

理工学部の研究施設の見学を中心としたキャンパスツア

ーが開催されます。交通システム工学科では、セグウェ

イ、ドライビングシミュレータ、バイクシミュレーターの

体験や、個別の学科紹介を行います。桜理祭（学部祭）も

同時に開催されます。

　交　通　　 東葉高速鉄道線（東京メトロ東西線直通）

「船橋日大前」駅下車、徒歩すぐ！

訃報

星埜正明元教授が平成28年５月16日（享年72歳）に、また

森杉壽芳客員教授が平成28年５月18日（享年72歳）に逝去

されました。ここに、謹んでご冥福をお祈りいたします。

▶ 環境にやさしい交通システムをデザインする
 教授　福田　敦

地球温暖化に対応するため、環境にやさしい交通シ

ステムが求められています。これらをどのように都

市の中でデザインするのか紹介します。

▶ ラウンドアバウト交差点の秘密を科学する
 教授　下川澄雄

ラウンドアバウトという交差点が注目を浴びていま

す。信号がないのに交通事故を防ぎ、スムーズに走

れます。この秘密について解説します。

▶ 身近な交通施設、道路を考える
 教授　峯岸邦夫

皆さんが普段何気なく使っている道路の構造は、ど

のようになっているのかご存じでしょうか？ その道

路にまつわる話題を紹介します。

▶ 住宅街の交通安全を守る秘訣とは？
 助教　稲垣具志

幹線道路の渋滞を避けたクルマが、住宅街を通り抜

ける危険がよく問題視されています。この「抜け道

問題」を解決する方法を紹介します。

▶ 環境にやさしい交通システムをデザインする

オープンキ
ャンパス

ミニ講義
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　本コラムでは、地下埋設管の代表例で

ある、下水道管の老朽化による道路陥没

の発生状況について簡単に解説・紹介し

ます。近年、わが国の道路陥没の発生件

数は年々増加し、ここ数年は全国で約

4,000～5,000件と推移し、東京都は1,000

件程度と社会問題化しています。その背

景として、下水道管の老朽化に伴う経年

劣化や道路交通量の増大等によって損傷

した本枝管のジョイント部（継ぎ目）か

らの漏水が、主な道路陥没の原因として

あげられています。しかしながら、下水

道管という生活に密着したライフライン

の早急な復旧工事という宿命もあり、そ

の事故調査に基づく原因究明に十分な時

間が取れないのが現状です。

　下水道管の老朽化に伴う道路陥没の発

生メカニズムは、左図に示すように、下

水道管の破損開口部を介して降雨や地下

水・管内水位の変動等の影響で、管内内

容物の流出入による地盤への給・排水や

管内への土砂流入により、土中に空洞・

水みちが発生し、それが進展・拡大する

ことで、道路陥没が発生するといわれて

います。また、近年の気候変動に伴う局

地的大雨に起因した下水道管の満水状態

やマンホールからの溢水、内水氾濫によ

る道路冠水もそれに拍車をかけているよ

うです。最近マスコミ等で、これらの地

 盤陥没現象として、「世界各地で巨大穴

“シンクホール”が出現・急増している！」

というトピックスがよく取り上げられて

いるのを見聞きしていると思います。

　ここでは、筆者の基礎力学研究室にお

ける、地盤‐埋設管系を想定した模型土

槽による、モデル下水道管の破損した開

口部からの浸透漏水実験を紹介します。

地盤環境工学的見地からの当該メカニズ

ムの解明にあたっては、筆者らが開発し

た最新の水分・圧力・変位センサー等を

用いて地盤変状をリアルタイムで検知 -

分析する、『地盤環境工学のためのユビ

キタス・モニタリング‐プロファイリン

グシステム』が大きく貢献しています。

編 集 後 記

　今年の夏の参院選より選挙権年齢が18歳に引き下げられ、大学

生全員が選挙権を持つことになります。多くの１・２年生にとっ

ては、今回が初めての投票になるかと思いますので、積極的に参

加していただければと思います。近年、選挙の種類にかかわらず、

若い世代の投票率の低下が問題となっております。政治情勢によ

って、今の生活だけでなく、今後の都市計画や公共事業、研究開

発にも影響を及ぼすため、経済、文化、科学技術といったさまざ

まな視点から、自分の将来のくらしについて考えていく必要があ

るといえます。 （池田）

　今回は、交通安全に関わる内容でした。交通事故をなくすため

の安全への取り組みの歴史、交通安全のために自動車、自転車、

信号、道路がどのように発展し貢献しているのか、そして交通安

全を担う技術者がどのように育成されているかについて、交通を

専門とする教授陣より執筆いただきました。交通工学を志す高校

生や現役大学生の皆さんにとっては、これを読むことによって、

交通安全工学の奥深さを実感できることと思います。今後も皆さ

んに関心を持っていただける特集を組んでまいります。ご期待く

ださい。

　教室の動きにて、訃報のお知らせをすることになってしまいま

した。先生方との思いを胸に、くじけずにがんばってまいります。

 （齊藤）
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道路陥没の発生メカニズム

地盤‐埋設管系の模型土槽を用いた道路陥没の発生シミュレーション実験

（１）模型土槽と計測システム全景 （２）水分・圧力・変位センサー等配置図




